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不登校児童生徒数の実態

■小学生は13万人超，中学生は21万6千人超

■小学校では、3年間で2倍以上の不登校児童

■小学生は約47人に1人、中学生は約15人に1人が不登校

■小学校では、3クラスに約2人の不登校児童

■中学校では、１クラスに約2人の不登校生徒

区分（年度） 不登校児童数（前年度比）

2023年度 130,370人(+24p)

2022年度 105,113人(+29p)

2021年度 81,498人(+29p)

2020年度 63,350人(+19p)

区分（年度） 不登校生徒数（前年度比）

2023年度 216,112人(+11p)

2022年度 193,936人(+19p)

2021年度 163,442人(+23p)

2020年度 132,777人(+4p)

【小学校】 【中学校】

（令和5年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」）文部科学省初等中等教育局児童生徒課（令和6年10月）

在籍児童数 6,100,280人(-9万6千人） 在籍生徒数 3,220,963人(-2万4千人）



長期欠席児童生徒数の実態

■小学生は21万8千人超，中学生は27万5千人超

■小学校の長期欠席児童数は、不登校児童数の約1.67倍

■小学生は28人に1人、中学生は12人に1人が長期欠席

■小学校では、1クラスに約１人の長期欠席児童

■中学校では、１クラスに約3人の長期欠席生徒

区分（年度） 長期欠席児童数（前年度比）

2023年度 218,238人(+11p)

2022年度 196,676人(+8p)

2021年度 180,875人(+59p)

2020年度 113,746人(+26p)

区分（年度） 長期欠席生徒数（前年度比）

2022年度 275,202人(+4p)

2022年度 263,972人(+13p)

2021年度 232,875人(+34p)

2020年度 174,001人(+7p)

【小学校】 【中学校】

（令和5年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」）文部科学省初等中等教育局児童生徒課（令和6年10月）

不登校児童数 130,370人 不登校生徒数 216,112人

病気、経済的な理由、その他
を含む



令和６年 栃木県不登校調査概要

栃木県教育委員会「不登校に関する保護者の支援ニーズ等に関する調査」2024年10月
https://www.pref.tochigi.lg.jp/m01/seisaku/r6_hogosyachousa.html



学校を休むようになったきっかけ
栃木県教育委員会「不登校に関する保護者の支援ニーズ等に関する調査」2024年10月

https://www.pref.tochigi.lg.jp/m01/seisaku/r6_hogosyachousa.html

・先生との関係 45.8%

・クラス雰囲気 43.2%

・身体不調 32.3%

・友人関係 31.6%

・勉強わからない 22.6%



学校を休んでいる間の自宅学習

栃木県教育委員会「不登校に関する保護者の支援ニーズ等に関する調査」2024年10月
https://www.pref.tochigi.lg.jp/m01/seisaku/r6_hogosyachousa.html

・全体では、約６割が学

習していない

・１カ月未満では、約４

割が学習していない

・１カ月以上では、６割

以上が学習していない



学年別不登校・長期欠席児童生徒

■不登校における、小学校の全学年での増加率が顕著
■小学生は1、２年生、中学生は3年生の増加率が高い
■小学校低学年での、前年度から不登校率の増加が顕著

（令和5年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸問題に関する調査」）文部科学省初等中等教育局児童生徒課（令和6年10月）

学年 １年生 ２年生 ３年生 ４年生 ５年生 ６年生 合計 １年生 ２年生 ３年生 合計

2021年度 4,534 7,269 10,289 14,712 19,690 25,004 81,498 45,778 58,740 58,924 163,442

2022年度 6,668 10,047 13,823 18,373 25,430 30,771 105,112 53,770 70,622 69,544 193,936

2023年度 9,154 13,694 17,997 23,090 29,847 36,588 130,370 58,035 77,768 80,309 216,112

増加率 137.3% 136.3% 130.2% 125.7% 117.4% 118.9% 124.0% 107.9% 110.1% 115.5% 111.4%

2021年度 17,164 21,081 25,579 31,619 38,284 47,148 180,875 66,203 82,941 83,731 232,875

2022年度 17,925 22,592 27,397 33,300 42,846 52,616 196,676 73,309 96,066 94,597 263,972

2023年度 21,523 27,051 31,191 37,237 45,374 55,862 218,238 74,744 98,884 101,574 275,202

増加率 120.1% 119.7% 113.8% 111.8% 105.9% 106.2% 111.0% 102.0% 102.9% 107.4% 104.3%

2021年度 ― 2,233 3,704 5,823 8,378 12,013 32,151 12,992 30,784 39,752 83,528

2022年度 ― 3,112 5,091 7,482 10,901 15,063 41,649 16,014 39,176 47,602 102,792

2023年度 ― 4,534 7,263 10,322 14,078 19,726 55,923 20,586 46,900 57,773 125,259

増加率 ― 145.7% 142.7% 138.0% 129.1% 131.0% 134.3% 128.6% 119.7% 121.4% 121.9%

前年度か

ら不登校

不登校

長期欠席

小学校 中学校学校種別
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１）何才で認識できるか，が問題ではなくて，むしろ，どのような課

程で認識させられるかが重要な私の問題です。

２）①ひとつ，ふたつ，みっつ，と唱えたり数えたりすることに関係

する，数の分野，②長さ，広さ，かさなどに関係する，量の分

野，③ものの形や，ものの位置に関係する，図形と空間の分野，

④行動のきまりや，ものごとの判断に関係する，論理の分野

３）子どもは，数の教育が対象とする広い分野について，そこに見ら

れる法則を，自ら求めて抽象化しようとします。

横地清の幼児教育の基本理念



横地清の幼児教育書（保護者向け）
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第２章 机上あそびと数量・図形の学びの芽生え

第１節 すごろくと数列

第２節 こま回しと円

第３節 折紙と図形

第４節 積み木と立体図形

第５節 お絵描きにおける３次元と２次元

第６節 人形作りと比

第７節 絵本よみと数・図形

第４章 自然物を使ったあそびと数量・図形の学び
の芽生え

第１節 植物の成長と長さ・形

第２節 種の収穫と数の比較

第３節 土の中の収穫と体積

第４節 生き物の飼育と形・動き

幼児期の子どものあそび・生活
第３章 身体を使ったあそびと数量・図形の学びの

芽生え

第１節 かくれんぼと位置関係

第２節 砂場と変形

第３節 かけっこと速さ

第４節 プールと浮力

第５節 ジャングルジムと空間図形

第６節 シーソーと重さ

第７節 じゃんけんと確率

第５章 食事と数量・図形の学びの芽生え

第１節 配膳と位置関係

第２節 お菓子の分割と分数

第３節 スープと温度

第４節 食材と図形
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１）幼保小の連携は，研究者，文部科学省ともに重視し
ているが，その歩みは始まったばかりであり，各教
員間の情報共有も途上である。

２）横地清の，乳幼児期から初等教育期までを人間の連
続と脱皮による認識の変容・成長として捉える視点
は，先進的な知見を与えるものである。

３）幼児の遊び・生活から算数教育への接続の具体化に
向けた各種教材化が進められており，子どもの認識
を科学することは、日本の教育課題（不登校等）の
解決を考える上でも重要な取り組みである。

ま と め
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